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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ

働
き
方
改
革
関
連
の
法
改
正
で

年
5
日
の
有
休
の
付
与
義
務
が
ス

タ
ー
ト
。
昨
今
の
人
手
不
足
に
加

え
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
業
務

多
忙
で
休
日
出
勤
も
増
え
、
所
定

の
休
日
、
代
休
、
振
替
休
日
の
確

保
ま
で
で
限
界
…
、
こ
の
う
え
有

休
消
化
を
ど
う
推
進
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
30
万
円
の
罰
金
も
仕
方
な

い
の
か
、
と
お
悩
み
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
の
職

場
が
こ
の
よ
う

な
状
況
だ
っ
た

ら
、
次
の
手
法

が
使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑴
日
曜
日
に
休
日
出
勤
し
た
ら
代

わ
り
に
休
め
る
日
（
例
え
ば
月
曜

日
、
1
日
が
無
理
な
ら
半
日
で

も
）
を
探
す
。

⑵
従
来
な
ら
月
曜
日
を
代
休
や
振

替
休
日
に
し
て
い
た
が
、
今
回
は

有
給
休
暇
に
し
て
も
ら
え
な
い

か
、
と
従
業
員
に
働
き
か
け
る
。

⑶
従
業
員
が
断
っ
た
場
合
は
諦
め

て
「
次
回
、
都
合
が
あ
え
ば
協
力

し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
掛
け
し
て

終
了
＝
従
来
ど
お
り
の
代
休
や
振

替
休
日
の
処
理
を
す
る
。
承
諾
が

貰
え
た
場
合
に
は
日
曜
日
に
休
日

出
勤
手
当
を
出
し
、
月
曜
日
は
給

与
保
障
す
る
。

つ
ま
り
、
従
来
の
「
代
休
や
振

替
休
日
を
設
け
る
こ
と
で
人
件
費

の
節
減
を
狙
う
」
と
い
う
戦
略
か

ら
「
休
日
出
勤
を
有
休
消
化
の
チ

ャ
ン
ス
に
す
る
」
に
切
り
替
え
る

わ
け
で
す
。
会
社
と
し
て
は
①
労

働
力
を
確
保
し
な
が
ら
②
有
休
5

日
義
務
達
成
へ
一

歩
前
進
＝
罰
金
の

不
安
解
消
、
と
言

え
ま
す
。
一
方
、

従
業
員
か
ら
は
、

③
実
労
働
時
間
は

従
来
の
代
休
や
振
替
休
日
と
同
じ

ま
ま
で
休
日
出
勤
分
だ
け
収
入
が

増
え
る
、
と
な
り
ま
す
。

逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
面
は
、
①
会

社
に
と
っ
て
は
休
日
出
勤
分
の
人

件
費
が
増
え
、
②
従
業
員
に
と
っ

て
は
消
化
し
た
分
の
有
休
残
日
数

は
当
然
、
減
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
し
て
改
正
法
を
ク

リ
ア
で
き
た
と
し
て
も
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
き
方
改
革
の

趣
旨
は
長
時
間
労
働
を
解
消
し
て

一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
働
く

こ
と
で
す
。
小
手
先
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
す
べ
て
達
成
で
き
る
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
対

応
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
労
務
士

栗
原

清

栗原さん

11
月
3
日
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
第
21
回
公
開
講
座
を
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
。
第
1
部
で
は
工
学
院
大
学
の
後
藤
治

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
「
過
去
に
学
び
な
が
ら
新
し
い
挑
戦
を
」、

第
2
部
で
は
カ
レ
ッ
ジ
Ｏ
Ｂ
4
人
も
含
め
て
、
「
木
造
建
築
の
現

場
、こ
れ
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。

受講者からは熱心な質問がたくさん出された

今
回
で
21
回
目
を
迎
え
た
建
築

カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座
の
テ
ー
マ
は

「
木
造
建
築
の
未
来
を
ひ
ら

く
」
。
11
月
3
日
、
け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京
に
は
約
1
2
0
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

第
1
部
は
工
学
院
大
学
理
事
長

・
教
授
で
あ
る
後
藤
治
さ
ん
の「
過

去
に
学
び
な
が
ら
新
し
い
挑
戦

を
」
と
題
し
た
基
調
講
演
。
後
藤

さ
ん
は
、
「
20
世
紀
の
近
代
化
と

結
び
つ
い
て
、
近
年
の
住
宅
は
ほ

と
ん
ど
手
仕
事
じ
ゃ
な
く
な
っ
て

い
る
」
と
、
伝
統
構
法
の
需
要
の

減
少
を
振
り
返
り
、
住
ま
い
の
商

品
化
の
流
れ
は
21
世
紀
も
止
ま
ら

な
い
の
か
と
問
題
提
起
。
メ
イ
ン

テ
ー
マ
を
「
失
わ
れ
た
需
要
を
取

り
戻
し
た
い
」
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
に
よ

る
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動

な
ど
の
過
去
の
事
例
や
、
ロ
ー
コ

ス
ト
住
宅
の
成
立
背
景
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
現
代
の
付
加
価
値
と
し

て
の
環
境
対
策
を
挙
げ
、
欧
州
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
環
境
に
配
慮
す

る
こ
と
は
、伝
統
・
手
仕
事
の
再
評

価
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｉ

Ｙ
ブ
ー
ム
に
よ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
の
流
行
は
、
職
人
へ
の
発
注
の

減
少
で
は
な
く
、
プ
ロ
の
技
の
再

評
価
を
も
た
ら
す
と
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
防
災
の
観
点
か
ら

見
た
伝
統
構
法
の
利
点
や
、
多
能

工
と
し
て
の
兼
業
、
出
稼
ぎ
な
ど

の
2
拠
点
居
住
な
ど
、
働
き
方
に

対
す
る
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

来
春
入
学
予
定
者

か
ら
も
質
問
が

第
2
部
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
で

は
、
後
藤
さ
ん
に
加
え
、
カ
レ
ッ

ジ
卒
業
生
の
長
野
智
雄
さ
ん
（
4

期
生
、設
計
）、小
林
直
人
さ
ん（
6

期
生
、大
工
）、福
島
健
介
さ
ん（
7

期
生
、家
具
・
デ
ザ
イ
ン
）、安
田
真

由
美
さ
ん（
7
期
生
、
大
工
）の
5

人
で
、「
木
造
建
築
の
現
場
、
こ
れ

か
ら
」を
テ
ー
マ
に
討
議
。基
調
講

演
に
対
す
る
感
想
か
ら
、
木
造
建

築
の
未
来
の
た
め
に
変
え
た
い
こ

と
、
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ

と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
首
里
城
の
火

災
や
工
具
に
つ
い
て
の
質
問
の
ほ

か
、
来
春
カ
レ
ッ
ジ
入
学
予
定
の

方
か
ら
Ｏ
Ｂ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」「
木
造
建
築
の

魅
力
を
再
確
認
で
き
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
公
開
講
座
は
成
功

の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

基調講演をする工学院
大学の後藤治教授

【
作
業
主
任
者
】

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
20
年
1
月

22
日
〜
23
日
（
水
木
）
池
袋
、
1

万
1
千
円

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
12

月
10
日
〜
11
日
（
火
水
）
池
袋
、

1
万
1
千
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
20
年

1
月
28
日
〜
29
日（
火
水
）池
袋
、

1
万
1
千
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
12
月

4
日
〜
5
日
（
水
木
）
池
袋
、
②

20
年
1
月
8
日
〜
9
日
（
水
木
）

池
袋
、
い
ず
れ
も
1
万
4
千
円

足
場
20
年
1
月
16
日
（
木
）
池

袋
、
7
千
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
12
月
17
日
（
火
）

池
袋
、
8
千
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
20
年
1
月
30
日
〜
2
月
1
日

（
木
金
土
）
足
立
支
部
会
館
、
2

万
1
千
円

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
技

能
講
習
（
機
体
重
量
3
ト
ン
以

上
）
12
月
13
日
〜
14
日
（
金
土
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
3
万
7
千
円

※
特
別
教
育
修
了
後
3
カ
月
以
上

経
験
者

ロ
ー
ラ
ー
（
締
固
め
用
車
両
の
運

転
）
12
月
12
日
と
12
月
15
日
（
木

・
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
1
万

5
千
円

【
登
録
建
築
大
工
基
幹
技
能
者
講

習
】
20
年
2
月
7
日
〜
8
日
（
金

土
）
全
建
総
連
会
館
、
4
万
4
千

円
、
※
技
術
セ
ン
タ
ー
受
講
申
請

書
到
着
締
切
日
は
1
月
7
日（
火
）

ま
で
。

◆
募
集

玉
掛
け
技
能
講
習
な
ど

組
合
員
の
方
で
講
師
が
可
能
な
方

は
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎
5
9

5
0
―
1
7
7
1
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

鉄
骨
と
び
、
鉄
骨
工
、
鍛
冶
工
、
溶
接

工
（
正
規
）

大
健
組
工
業
㈱
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
4
2
―
6
5
7
―
7
2
6
4

移
動
式
ク
レ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
正

規
）

エ
ビ
ネ
ク
レ
ー
ン
㈱（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
6
9
―
7
9
8
1

Ｌ
Ｇ
Ｓ
ボ
ー
ド
工
（
正
規
）

㈱
坪
田
内
装
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
4
2
4
―
0
4
9
4

造
作
大
工
、
ク
ロ
ス
工
（
請
負
）

㈱
エ
ニ
シ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
品
川

支
部
）

☎
5
7
1
8
―
6
4
0
2

内
装
多
能
工
（
正
規
）

㈱
Ｎ
―
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
（
文
京
支
部
）

☎
6
8
0
6
―
1
6
2
1

塗
装
工
（
短
期
・
請
負
）

エ
ル
ビ
ー
塗
装
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
1
7
6
―
0
9
0
2

電
気
施
工
管
理
（
正
規
）

高
野
電
気
工
業
㈱
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
9
6
―
0
7
4
1

大
工
、
多
能
工
、
ダ
ク
ト
工
（
正
規
・

短
期
・
請
負
）

渡
邉
工
務
店
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
5
3
4
―
9
8
9
4

防
水
工
、
改
修
工
事
（
正
規
）

三
幸
工
業
㈱
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
5
3
1
―
5
4
6
0

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
6
7
5
5
―
1
9
6
6

山
留
工
・
鍛
冶
工
（
正
規
）

共
立
鋼
機
㈱
（
江
東
支
部
）

☎
0
4
7
―
3
9
8
―
7
9
1
4

内
装
、
軽
鉄
、
下
地
工
事
（
正
規
）

㈲
池
田
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
6
6
―
1
5
6
1

積
算
及
び
現
場
管
理
（
正
規
）

㈱
ア
イ
・
キ
ュ
ー
ブ
（
小
金
井
国
分
寺

支
部
）

☎
0
4
2
―
5
0
5
―
9
2
3
0

現
場
管
理
（
正
規
）

㈲
ワ
ッ
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
小

金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
0
1
―
2
5
6
0

過
去
に
学
ぶ
こ
と
で

カレッジ
公開講座

失
わ
れ
た
需
要
を
取
り
戻
す

47

罰
金
３０
万
円
を
回
避
す
る
に
は

有
休
消
化
推
進
の
手
法

求

人

求

人

求

職


